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最大 4地点接続可能なポリコムを併設しています。スーパーコンピュータ SX-ACE および並列コン





設置場所の可視化機器室は、机（2名掛け）8台、椅子 16 脚、パイプ椅子 6脚、ホワイトボー
ド、演台、マイクを備えています。16～22 名程度までご利用可能です。 
 





利用可能時間 平日 9:00～21:00 
利用負担金 
利用予約時間 1 時間につき 2,500 円 
（予約時間を超えた利用があった場合は追加課金が発生します） 
利用用途 
・ スーパーコンピュータ SX-ACE や並列コンピュータ LX 406Re-2 で
得られたデータの可視化 
・ テレビ会議（遠隔地と可視化結果を共有したテレビ会議も可能）
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図 1 三次元可視化システム（可視化機器室） 
 
  





2D/3D 表示に対応した、フル HD（1,920×1,080 画素）50 インチ LED モニタを 12 面設置
し、最大 7,680×3,240 画素の高精細表示が可能です。 
 
 可視化サーバ 
1 ノードにインテル Xeon プロセッサ E5-2670 を 2 基、メモリを 64GB、グラフィックボ
ード Quadro K5000 を搭載し、全 4ノードで構成されます。 
 
 三次元可視化ソフトウェア 
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